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１．研究の目的
児童が基礎的・基本的な知識や技能を確実に身
に付けることを重視した現行学習指導要領も完全
実施から３年が過ぎた。筆者らは、こうした現行
学習指導要領の趣旨を踏まえた小学校での陸上運
動の授業づくりについて検討を加えてきた。
本研究では、筆者らが現在までに実施してきた
陸上運動の授業づくりを手がかりとして、以下の
ような研究の目的を設定した。
① 筆者らの陸上運動の授業づくりに関する授業
実践や研究発表等を再整理して、その成果と
課題を示すこと。
② 発達段階を踏まえた陸上運動指導への体系化
についてのいつくかの提言を示すこと。
③ 今後の陸上運動の授業づくりのポイント等を
提示すること。
２．研究の方法
本研究は、主に以下のような文献を整理・分析
することによって進めた。
① 筆者らの今までの授業実践や研究発表等の整
理
② 学習指導要領における小学校の陸上運動の指
導内容の検討
③ 陸上運動の授業づくりに関する先行研究や授
業実践の収集と整理
３．研究結果の概要
（１）「小学校の陸上運動指導」に関する今までの
研究及び学会発表等の整理
筆者らは、平成 19年度以降において、表１に
示すような小学校の陸上運動の授業づくりに関す
る研究及び学会発表等を行ってきた。
陸上運動での種目でみると、 ハードル走（２
題）、 走り幅跳び（２題）、 走り高跳び（３題）、
投げる運動（２題）である。また、主な研究・発
表内容も表１に示すとおりであるが、おおよそ内
容はP121のように整理することができる。（重複
有り）
国士舘大学体育学部（Faculty of Physical Education, Kokushikan University）
THE ANNUAL REPORTS OF
HEALTH, PHYSICAL EDUCATION
AND SPORT SCIENCE
VOL.32, 119-125, 2013
報告書（体育研究所プロジェクト研究）
池田・田原−120−
表１　小学校における陸上運動指導に関する研究・発表の一覧ෆᐜ࡜ᖺᗘ ᑐ㇟Ꮫᖺ ୺࡞◊✲⤖ᯝ࣭Ⓨ⾲ෆᐜ࣭㉮ࡾ㧗㊴ࡧ ձ㸳ᖺ⏕ ձ㸴ᖺ⏕࡟࠾࠸࡚グ㘓ࡢఙࡧࡀ㢧ⴭ࡟ぢࡽࢀࡓࠋࠋ࠸ᙉࡀྥഴࡢࡑࡣ࡛Ꮚ⏨ࠊ࡟≉㛵࡟ᗘ㐩฿ࡢձ ࡍࡿ◊✲ ղ㸴ᖺ⏕ ղᙧᡂⓗᤵᴗホ౯ࡣྛᏛᖺ࡜ࡶ࡟㧗࠿ࡗࡓࡀࠊࠋࡓࡋ♧ࢆ್࠸㧗ࡾࡼࡀ⏕ᖺ㸳ሗᡤ✲◊⫱య㸦࣭ᖹᡂ㸯㸷ᖺᗘ㸧࣭㉮ࡾ㧗㊴ࡧࡢ ձ㸲ᖺ⏕ ձグ㘓ࡢఙࡧࡣ㸲ᖺ⏕ࡼࡾࡶ㸴ᖺ⏕ࡢ᪉ࡀ኱ࡁグᶆ┠ࡢேಶࠕ࡟ࡶ࡜ዪ⏨ࡣ⏕ᖺ㸴ࠋࡓࡗ࠿ࡼ࡟㝵ẁ㐩Ⓨղ ࡿᡂᯝࡢ㐪࠸ ղ㸴ᖺ⏕ 㘓ࠖ࡟㐩ࡋ࡚࠸ࡓࠋ࡟㛵ࡍࡿ◊✲ ղ㉮ࡾ㧗㊴ࡧࡢ≉ᛶ࡟ゐࢀࡿᴦࡋࡉ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠋࡓࡋ♧ࢆ್࠸㧗ࡶ⏕ᖺ㸲ሗᡤ✲◊⫱య㸦࣭ᖹᡂ㸰㸮ᖺᗘ㸧 ճᙧᡂⓗᤵᴗホ౯ࡣ㸲ᖺ⏕ࡢ᪉ࡀ㧗࠿ࡗࡓࠋ࣭ࣁ࣮ࢻࣝ㉮ࡢ ձ㸴ᖺ⏕ ձࣁ࣮ࢻࣝ㉮ࡢグ㘓࡟ࡣ㸳㸮㹫㉮ࢱ࢖࣒ࡀ㛵㐃ࢻ࢖ࣛࢺࢫࡣ࡚࠸࠾࡟Ꮚ⏨ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡟ࡾࡃ࡙ᴗᤵ ࠋࡿ࠸࡚ࡋಀ㛵ࡶࡉ㛗ࡢ✲◊ࡿࡍ㛵ճ ࣭య⫱◊✲ᡤሗ ղ㐠ືࡢ≉ᛶ࡟ゐࢀࡿ⤒㦂࡜ᤵᴗホ౯ࡢ⤖ᯝࡶ㸦ᖹᡂ㸰㸯ᖺᗘ㸧 グ㘓࡟㛵㐃ࡋ࡚࠸ࡿࠋ࣭㉮ࡾᖜ㊴ࡧ࡟ ձ㸲ᖺ⏕ ձ㸲ᖺ⏕࡟࠾࠸࡚ࡶ㉮ࡾᖜ㊴ࡧࡢᏛ⩦ࡀྍ⬟࡛ࠋࡿ࠶✲◊ࡿࡍ㛵մ ࣭య⫱◊✲ᡤሗ ղ㸴ᖺ⏕ ղࣜࢬ࣑࢝ࣝ࡞ຓ㉮ࡢᣦᑟࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࠋճຍ࠼࡚ࠊ㧗Ꮫᖺࡣຓ㉮㏿ᗘࢆ㏿ࡵࡿࡇ࡜ࡶ㔜㸦ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘ㸧 せ࡛࠶ࡿࠋմ╔ᆅࡢᣦᑟࡶ୰Ꮫᖺࠊ㧗Ꮫᖺ࡜ࡶ࡟㔜どࡍࡿࠋ࣭㉮ࡾ㧗㊴ࡧࡢ ձ㸳ᖺ⏕ ձ㸳ᖺ⏕࡛ࡣࠊ㋃ษᢏ⾡࡜᣺ࡾୖࡆ⬮ᢏ⾡ࠊᢤ࡜ࡇࡿࡍ⩦Ꮫ࡚ࡋ࡜୺ࢆ⾡ᢏࡢ㊊ࡁᡂᵓᐜෆ⛉ᩍ ࡀ㔜せᚋ࡛ࡸ⾡ᢏ㉮ຓࡓࡋ࠿⏕ࢆࢻ࣮ࣆࢫࠊࡣ⏕ᖺ㸴ղ✲◊Ꮫ⫱య࣭յ㸦ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘ㸧 ഴጼໃ࠿ࡽࡢ㋃ษᢏ⾡ࠊࢫࣆ࣮ࢻࢆ⏕࠿ࡋ࡚ࡢ㋃ษᢏ⾡ࢆᏛ⩦ࡍࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࠋճసᡂࡋࡓࠕほᐹⓗホ౯ᇶ‽ࠖࡢ᭷ຠᛶࡀ♧ࡉࢀࡓࠋ࣭ࠕᢞࡆࡿ㐠ືࠖ ձ㸰ᖺ⏕ ձ㸳ᖺ⏕࡛ࡣࠕᢞࡆࡿᣦᑟࠖࢆ⾜࠺ࡇ࡜࡛ᢞ⬟ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡵ㧗ࢆຊ✲◊ࡿࡍ㛵࡟ն ࣭య⫱◊✲ᡤሗ ղ㸳ᖺ⏕ ղ㸳ᖺ⏕࡛ࡣᙧᡂⓗᤵᴗホ౯ࡶ㧗࠸ࠋ㸦ᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘ㸧 ճ㸰ᖺ⏕࡛ࡣࠊᢞ⬟ຊࢆ㧗ࡵࡿࡇ࡜ࡀ㞴ࡋ࠸ࠋ࣭ࣁ࣮ࢻࣝ㉮ࡢ ձ㸴ᖺ⏕ ձ㝣ୖ㐠ືࡢ‽ഛ㐠ື࡜ࡋ࡚ࠕ㛵⠇ࡢືⓗᰂ㌾ࠋࡿ࠶࡛ⓗᯝຠࡀࠖື㐠ࡿࡵ㧗ࢆᛶ㛵࡟ᑟᣦ⩦Ꮫ ୰ࢆ࡜ࡇࡿ㉮࡛࣒ࢬࣜࡢṌ㸱ࢆࣝࣂ࣮ࢱࣥ࢖ղᐹ⪃୍ࡿࡍշ ࠋࡿ࠶࡛せ㔜ࡀ࡜ࡇࡿࡍᑟᣦ࡚ࡋ࡜ᚰሗᡤ✲◊⫱య㸦࣭ᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘ㸧 ճࢫࢱ࣮ࢺ࠿ࡽ㸯ྎ┠ࡢࣁ࣮ࢻࣝࡲ࡛ࡢືࡁࢆᣦᑟࡍࡿᚲせࡀ࠶ࡿࠋ࣭㉮ࡾᖜ㊴ࡧࡢ ձ㸳ᖺ⏕ ձຓ㉮ᒁ㠃࡟╔┠ࡋࡓࠕࣜࢬ࣒࢔ࢵࣉᖜ㊴ࡧࠖࠋࡿ࠶࡛ຠ᭷࡚ࡋ࡜ᮦᩍࡀ㛵࡟ᐜෆᑟᣦࡍࡿᣦᑟෆᐜ ղ㸴ᖺ⏕ ղ㉮ࡾᖜ㊴ࡧࡢࠕほᐹⓗホ౯ᇶ‽ࠖࡢ᭷ຠᛶࡀࠋࡓࢀࡉ♧ウ᳨ࡢո ࣭ࢫ࣏࣮ࢶᩍ⫱ ճಶேࡢ㐺ษ࡞ຓ㉮㊥㞳ࡢタᐃࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࠋᏛ◊✲㸦ᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘ㸧࣭ࠕᢞࡆࡿ㐠ືࠖ ձ㸳ᖺ⏕ ձᤵᴗᚋ࡟ࠕ㉮ࡾᖜ㊴ࡧࠖ࡜ࠕࢯࣇࢺ࣮࣎ࣝᢞࠋࡓࡋୖྥࡀ㘓グࡢ᪉୧ࡢࠖࡆᴗᤵࡓࡵྵࢆչ ࡙ࡃࡾ࡟㛵ࡍ ղᙧᡂⓗᤵᴗホ౯ࡶ㧗࠸್ࢆ♧ࡋࡓࠋ ᭷ࡣᴗᤵࡢᢏ➇✀㸰ࡓࡵྵࢆࠖື㐠ࡿࡆᢞࠕճ✲◊ࡿ ࠋࡿ࠶࡛ຠ఍Ꮫ⫱యᮏ᪥࣭Ⓨ⾲㸦ᖹᡂ㸰㸳ᖺᗘ㸧
ࡢ᳨ウ ղ㸴ᖺ⏕ ࠶ࡿࠋ㸧
㸧
㸧
小学校での陸上運動指導の体系化に関する研究
−特に、指導の考え方と進め方について−
−121−
① 児童の発達段階と記録等の成果に関するもの
（５題）
② 授業づくりに関するもの（４題）
③ 「投げる運動の指導」、「２種競技の指導」等、
今後の指導内容の検討に関するもの（２題）
これらの結果は、以下の研究に示す「陸上運動
指導の体系化への提言」として結びつけるもので
ある。
（２） 発達段階を踏まえた陸上運動指導の体系化
への提言
表１で示した筆者らの研究・発表内容は、次の
ような「陸上運動指導の体系化への提言」として
まとめることができる。
①高学年に加えて中学年を含めた学習の適時性の
検討
現行学習指導要領における小学校での陸上運動
系の授業は、児童の発達段階を踏まえて３つの段
階に区分されている。それは、「①１年生・２年
生：走・跳の運動遊び」、「②３年生・４年生：走・
跳の運動」、「③５年生・６年生：陸上運動」の３
つであり、「小学校５年生・６年生（高学年）」か
ら記録への挑戦を主とした陸上運動の特性に触れ
る学習が行われるように示されている。平成 19
年以前の筆者らの授業づくりに関する研究等にお
いても「陸上運動の特性に触れることができる学
年は高学年からである」としており、学習指導要
領での陸上運動の取り扱いについては支持できる
ものである。一方で、表１の「④の研究：走り幅
跳び」では、４年生から走り幅跳びの学習が可能
であることが示され、また「②の研究：走り高跳
び」においても４年生の走り高跳び授業への意識
が高いことが示されている。なお、「⑥の研究：
投げる運動」では、低学年（２年生）の記録向上
の成果は得られなかったとしている。
このような結果からは、効果的で楽しい教材づ
くりと関連させることで、小学校中学年からも陸
上運動の特性に触れる学習が可能であることも手
がかりを得ることができたと言える。
②各種目の効果的な動きを引き出す教材づくりの
必要性
上記①でも示したが、児童にとって効果的で楽
しい教材づくりは重要である。筆者らは、すでに
走り高跳びにおいて「５歩助走のアクセント高跳
び」4）を提案しているが、「⑧の研究：走り幅跳び」
での「リズムアップ幅跳び」は、走り幅跳びにお
ける有効な教材づくりとして成果が期待できよ
う。また、「⑥の研究：投げる運動」や「⑨の研究：
投げる運動を含めた２種競技」 等で提示された
「振り子投げ」や「投げる運動の用具（ロケット
ボール）」、「紙鉄砲（投げる動作習得のための伝
承遊び）」なども教材づくりとしての効果が大き
いと思われる。
③各種目での「観察的評価基準」作成の必要性
冒頭に示した「基礎的・基本的な知識や技能を
身に付けることを重視する授業」では、児童の各
運動種目での動きのレベルを適切に把握すること
が重要である。運動技能の客観的なレベル把握と
言ってよい。この運動技能の客観的レベル把握に
関しては、筆者らは「観察的評価基準」を作成し
て、客観的レベル把握につなげようとしている。
「⑤の研究：走り高跳び」と「⑧の研究：走り幅
跳び」での「観察的評価基準」5）がその例である。
このような「観察的評価基準」の作成によって、
児童一人一人の技能レベルを比較的簡単につかむ
ことができると共に技能変化と記録変化の関係を
つかむことが可能となり、効果的な指導に結びつ
けることができるようになる。
④陸上運動領域での「投げる運動」の積極的な扱
い
現行学習指導要領では、「投げる運動」の内容
は小学校や中学校での陸上運動・陸上競技の授業
では取り扱いが示されていない。「投げる運動」
は、主にボール運動・球技での「ベースボール型
（ゲーム）」で扱われることになっている。筆者ら
は、「投げる運動」の、特に「遠くに投げる運動」
は陸上運動・陸上競技での「投種目」として扱い、
小学校段階から授業に取り入れていくことが必要
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であることを提案してきた。こうした「遠くに投
げる運動」の小学校段階での扱いの可能性を検討
したものが「⑥の研究」と「⑨の研究」である。
これらの研究の結果からは、「投げる運動」の指
導は小学校高学年以降では可能であり、単独単元
としての「投げる運動」や陸上運動の他の種目と
併せて行う「２～３種競技」などが授業づくりと
して提案できると思われる。
（３）陸上運動の授業づくりのポイント
前述のような筆者らの今までの研究・発表内容
とそれらに基づく陸上運動指導の体系化へのいく
つかの提言を考慮しながら、ここでは陸上運動系
の授業づくりのポイントについて提示するもので
ある。
その授業づくりのポイントは、以下の３つにま
とめることができる。
①動きづくりについて
この動きづくりは「走る・跳ぶ・投げる」とい
う陸上運動系の指導には欠かせない内容である
が、小学生にとってはできるだけ易しい活動でし
かも楽しい活動であることが重要である。例えば、
前述の内容では、「走り高跳びでのアクセント高
跳び」や「走り幅跳びでのリズムアップ幅跳び」、
さらには「投げる運動でのロケットボールの使
用」などのその例である。「走る・跳ぶ・投げる」
は人の動きの最も基本的な動作であるが、そのた
めに指導方法や活動内容が難しいという側面もあ
る。従って、例えば「走り高跳びのアクセント高
跳び」のような場の工夫によって、効果的な動き
づくりをしていくような工夫が大切である。
②個人に応じた目標記録の設定について
陸上運動系の授業づくりでの特徴と利点は、個
人に応じた目標記録の設定が可能であることであ
る。「走る・跳ぶ・投げる」運動は個人の基本的
な運動能力が結果（記録）に結びつきやすいこと
から、「走る・跳ぶ・投げる」運動を行う以前に
その優劣が決まっていることも予想される。従っ
て、普通の測定結果での記録が劣る児童にとって
は陸上運動系の種目への関心や意欲が高まらない
表２　走り幅跳びの観察的評価基準
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ことも考えられる。
そこで、個人の力に応じて到達が可能な目標記
録の設定が重要な役割を果たすことになる。例え
ば、筆者らがすでに提示している「走り高跳びで
のノモグラム」6）はその典型例である。
この「表３のノモグラム」 は、 個人の身長と
50ｍ走タイムから自分の跳べそうな高さを推定
し、まずはその高さを目指して活動を行おうとす
るものである。また、個人の跳んだ高さを 10段
階で得点化することもでき、個人が跳んだ高さが
異なっても 10段階の得点で互いの跳躍を評価し
あったり競い合ったりすることが可能となる。筆
者らは、走り高跳びについては「ノモグラム」以
外にも、「跳んだ高さの身長との割合」や「立位
時の重心を持ち上げた高さ」などの個人に応じた
目標記録の設定の例を提示している。
今後は、走り高跳びの例を参考として、ハード
ル走や走り幅跳び、投げる運動などについても適
切な個人に応じた目標記録の設定方法を検討した
い。
③陸上運動系の特性に触れる活動について
前述の授業づくりのポイント「①動きづくり」
と「②目標記録の設定」を活用しながら、陸上運
動系の授業づくりは「陸上運動の特性に触れる活
動」によって具体的に展開されることになる。従
って、「陸上運動の特性に触れる活動」を理解し
て授業づくりに取り組みことが重要である。その
特性は以下のように整理される。
１）個人の目標記録への挑戦（個人的な達成型）
２）チーム・グループでの得点（記録などを得点
化したもの）への挑戦（集団的な達成型）
３）個人間やチーム・グループ間での様々な競争
（競争型）
こうした「陸上運動の特性に触れる活動」は、
実際の授業場面では行う種目や児童の発達段階に
よって適切に選択されることとなる。例えば、小
学校低学年・中学年では様々に工夫された競争型
の授業づくりが主な活動となり、達成型の授業づ
くりは高学年以降で主に行われるなどである。
今までに示した３つの授業づくりのポイント
は、走り高跳びを例にするとは立つ段階ごとに次
表のように示すことができる。
表４　走り高跳びの授業づくりのポイントప Ꮫ ᖺ ୰ Ꮫ ᖺ 㧗 Ꮫ ᖺ࣭∦㊊࡛㋃ࡳษࡿࠋ ࣭㸱Ṍࠊ㸳Ṍຓ㉮ ࣭㸱Ṍࠊ㸳Ṍຓ㉮ືࡁ࡙ࡃࡾ ࣭࠸ࢁ࠸ࢁ࡞ሙ࡛㊴ࢇ ࣭㧗ࡃ㊴ࡪከᵝ࡞άື 㸦࢔ࢡࢭࣥࢺ㧗㊴ࡧ㸧ᑟᣦࡢ㊊ࡁᢤ࣭ࡿࠋࡳ࡛ಶே࡟ᛂࡌࡓ ࣭࠸ࢁ࠸ࢁ࡞ሙࡢ㧗ࡉ ࣭⭸ࠊ༙ࢬ࣎ࣥࠊ⭜࡞ ࣭ࣀࣔࢢ࣒ࣛ┠ᶆグ㘓 ࡟ᣮᡓࡍࡿࠋ ࡝ࡢ㧗ࡉࡢᚓⅬ໬ ࣭㌟㛗࡜ࡢ๭ྜ࣭㔜ᚰࡢᣢࡕୖࡆ࣭⮬ᕫグ㘓࡬ࡢᣮᡓ࣭ࢳ࣮࣒࡛ࡢᚓⅬ࢔ࢵ 㸦ಶேⓗ࡞㐩ᡂᆺ㸧㐠ືࡢ≉ᛶ ࣭ࢳ࣮࣒࡛ࡢᚓⅬ➇த ࣉ㞟ᅋⓗ࡞㐩ᡂᆺ㸧࣭ࢳ࣮࣒࡛ࡢᚓⅬ࢔ࢵ㸦➇தᆺ㸧 ࣭ࢳ࣮࣒࡛ࡢᚓⅬ➇த ࣉ㸦㞟ᅋⓗ࡞㐩ᡂᆺ㸧㸦➇தᆺ㸧 ࣭ࢳ࣮࣒࡛ࡢᚓⅬ➇த㸦➇தᆺ㸧
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こうした表の作成も陸上運動系の他の種目でも
今後検討したい。
４．ま　と　め
本研究では、筆者らの今までの研究・発表内容
を再整理しながら、これからの小学校での陸上運
動指導に関するいくつかの提言等を示してきた。
これらの内容はいずれも冒頭で示した現行学習指
導要領が求めている各運動領域での授業づくりの
考え方に対応するものである。
今後は、戦後における学習指導要領の変遷に見
られる陸上運動指導の特徴を把握しながら、より
実践的で効果的な授業づくりをさらに検討してい
きたい。
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